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企業の社会貢献活動

キラリ輝く！
児童委員活動

Ｐ４　 神奈川県歯科医師会の在宅歯科医療の取り組み
Ｐ５　介護タクシー配車アプリ「I－CareGo」
　　　台風10号被害に係る災害ボランティアセンターの活動

Ｐ９　子どもの可能性を広げる　奨学金と社会体験の取り組み
　　　　（一財）ゼンショーかがやき子ども財団

Ｐ７　 地域みんなで子どもを見守りたい♡　楽しみながらの活動
　　　　藤沢市明治地区民生委員児童委員協議会　小林美幸

令和６年度社会福祉制度・施策に関する提言特集 ケアラーズカフェ モンステラ
の山田由美子さんとご主人の
豊徳さん。モンステラは、元
ケアラー（家族介護者）が自
宅を開放してケアラーの方に
寄り添い、悩みを分かち合
い、ほっとできるカフェを開
いている。
 【詳しくは12面へ】

撮影：菊地信夫
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特 集

関
係
者
が
参
画
し
た
政
策
提
言

　

本
会
で
は
政
策
提
言
委
員
会
（
以
下
、

委
員
会
）
を
設
置
し
、
福
祉
現
場
が
直
面

す
る
課
題
や
取
り
組
み
を
福
祉
関
係
者
か

ら
集
め
、
提
言
と
し
て
取
り
ま
と
め
て
い

ま
す
。

　

提
言
の
背
景
に
あ
る
課
題
は
、
本
会
会

員
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
・
事
業

所
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
市
町
村
社

協
、
福
祉
関
係
機
関
・
団
体
に
向
け
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
と
、
各
代
表
者
と
の
意
見

交
換
を
通
じ
て
把
握
し
ま
す
。
そ
し
て
、

関
係
者
の
声
か
ら
、
現
行
の
福
祉
制
度
・

施
策
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
課
題
や
、
分

野
を
超
え
て
連
携
し
て
取
り
組
む
べ
き
活

動
等
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
委
員
会
で
は
、
提
言
集
を
作
る

だ
け
で
な
く
、
提
言
を
社
会
に
発
信
す
る

こ
と
で
、
制
度
・
施
策
が
充
実
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
政
策
提
言
活
動
か
ら

見
え
る
こ
と

● 

続
く
社
会
福
祉
事
業
経
営
の
ひ
っ
迫

　

社
会
福
祉
事
業
の
経
営
に
お
い
て
は
、

民
間
企
業
で
の
賃
金
改
善
が
図
ら
れ
る
一

方
で
、
公
的
な
財
源
で
運
営
す
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
分
野
で
は
賃
上
げ
幅
の
低
さ
か

ら
、
民
間
企
業
と
の
賃
金
格
差
が
広
が
る

こ
と
で
、
福
祉
人
材
の
確
保
に
厳
し
い
影

響
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、物
価
高
騰

へ
の
負
担
や
、
人
材
確
保
の
た
め
人
材
派

遣
事
業
者
へ
の
高
額
な
手
数
料
の
支
払
い

等
、
社
会
福
祉
事
業
を
運
営
す
る
た
め
の

経
費
が
増
額
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
事

業
者
の
経
営
努
力
だ
け
で
は
解
決
で
き
な

い
、制
度
・
施
策
上
で
対
応
が
早
急
に
図
ら

れ
る
べ
き
課
題
が
改
め
て
浮
上
し
ま
し
た
。

● 

将
来
の
地
域
共
生
社
会
を
担
う
人
づ
く
り

　

地
域
共
生
社
会
は
、
地
域
住
民
や
地
域

の
多
様
な
主
体
が
参
画
し
、
人
と
人
、
人

と
資
源
が
世
代
や
分
野
を
超
え
て
つ
な
が

る
こ
と
で
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し

と
生
き
が
い
、
地
域
を
と
も
に
創
っ
て
い

く
社
会
を
指
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
社

会
づ
く
り
進
め
る
た
め
に
、
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
は
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ

る
人
な
ど
地
域
に
暮
ら
す
多
様
な
人
た
ち

と
の
出
会
い
か
ら
、
同
じ
住
民
と
し
て
尊

重
し
合
い
、
と
も
に
生
き
、
支
え
あ
う
こ

と
へ
の
考
え
を
深
め
ら
れ
る
機
会
と
し
て
、

学
び
や
体
験
の
場
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
委
員
会
で
は
、
こ
う
し
た
環
境
づ
く

り
に
向
け
て
、
小
中
学
校
を
は
じ
め
と
す

令和６年度社会福祉制度・施策に関する提言

　本会では、福祉現場の課題解決と福祉サービスの充実に向けて、平成23年度より本会会員・関係者の皆
様から課題や取り組みについて声を集め「社会福祉制度・施策に関する提言（以下、政策提言）」をまと
め、広く発信する活動を行っています。令和６年度にまとめた政策提言の概要についてご紹介します。

　　　　　神奈川における福祉現場の課題解決と
　　　　　福祉サービスの充実に向けた現場からの発信

表　令和６年度政策提言
第１部 　政策提言
１　生活といのちを支える福祉人材の確保・育成・定着に向けた施策の充実
　 福祉・介護職員処遇改善加算の制度の充実◆賃上げに対応する基本報酬改定や
地域性や事業種別に応じた人材確保のための支援策　等

２　全県的な福祉教育の推進～これからの地域福祉と社会福祉を支える「人づくり」
　 小中学校との連携による関係者が参画した「福祉教育」の実施◆幼少期から差
別・偏見のない多様な価値観を持つことができる環境の推進◆民生委員・児童
委員の役割を理解する機会の充実　等

３　社会福祉施設等における物価高騰に対する支援の充実
　 ニーズに応える適切な支援を提供するための安定的な法人・施設運営に対する
財政支援の継続・拡充◆基本報酬等の公的価格等への適切な反映　等

４　こどもの育ち、若者の自立を支える施策の充実
　 社会的養護を必要とする子どもの状況や児童養護施設等の実態を踏まえた「社
会的養育推進計画」の策定◆子ども・若者の自立に向けた就労支援の拡充と生
きる力を育む施設の構築◆母子生活支援施設の積極的な活用と普及啓発　等

５　福祉施策の適切な運用
　 中長期の福祉需要と人材確保・育成対策を踏まえた福祉計画の運用◆報酬格差
の是正◆公私の役割分担と循環型サービスを基本とし、ライフサイクルのニー
ズに応じた障害福祉サービス体系（神奈川モデル）の構築　等

６　包括的な支援体制の推進
　 生活のしづらさ・生きづらさを抱える人への支援に向けた分野を超えた連携・協
働の体制づくり◆地域住民が行う支えあい活動を促進するための支援の充実　等

第２部 　共通目標　これからの神奈川の福祉のあり方
第３部 　各部会・協議会・連絡会の課題、制度・施策に求めること
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る
教
育
分
野
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
深

め
、
福
祉
教
育
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
に
あ
る
社
会
福
祉
施
設
等

の
福
祉
関
係
者
が
参
画
し
、
協
働
し
た
福

祉
教
育
の
活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
で
、

幼
少
期
か
ら
社
会
福
祉
の
仕
事
の
役
割
や

魅
力
を
伝
え
る
機
会
づ
く
り
と
し
て
の
期

待
も
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
議
論
を
踏
ま
え
、
委
員
会
で

は
「
生
活
と
い
の
ち
を
支
え
る
福
祉
人
材

の
確
保
・
育
成
・
定
着
に
向
け
た
施
策
の

充
実
」「
全
県
的
な
福
祉
教
育
の
推
進
」
の

他
、
右
表
の
政
策
提
言
に
あ
る
と
お
り
６

項
目
に
整
理
し
、
提
言
し
て
い
ま
す
。

よ
り
良
い
福
祉
社
会
を
目
指
し
て

　

福
祉
現
場
が
直
面
し
て
い
る
様
々
な
課

題
は
、
制
度
・
施
策
が
充
実
す
る
だ
け
で

は
解
決
し
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
政
策
提
言

活
動
に
加
え
、
地
域
や
福
祉
現
場
で
公
私

の
関
係
者
が
お
互
い
に
協
力
し
、
課
題
へ

の
取
り
組
み
が
進
ん
で
こ
そ
、
一
人
ひ
と

り
が
活
き
活
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
創
造

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
福
祉
関
係
者
・
団
体
の
皆

様
と
と
も
に
政
策
提
言
を
行
い
な
が
ら
、

福
祉
現
場
の
課
題
を
共
有
し
、
課
題
解
決

に
向
け
た
連
携
・
協
働
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
次
世
代
の
社
会
福

祉
を
担
う
人
た
ち
が
輝
く
神
奈
川
の
実
践

を
創
造
し
て
い
き
ま
す
。 

（
企
画
課
）

令和６年８月19日、政策提言集を県に手交し、
提言内容について意見交換を行いました。

政策提言集は
本会HPからダウンロードできます
https://www.knsyk.jp/
proposal/seido_sesaku

左から小泉本会副会長、川名県福祉子どもみらい局長、
篠原本会会長、兵藤本会副会長

県との意見交換の様子

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラから

令和６年度

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から補償（＊）

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

〈SJ23-11315より抜粋〉

＜重 要＞

＊特定感染症についても10日間の免責期間がなくなり、補償開始日から補償対象となります。
　なお、令和5年5月8日以降、新型コロナウイルス感染症は補償対象外となりました。

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が5類感染症に変更されたことに伴い、「特定感染症重点プラン」を廃止して2つのプランとします。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用
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神
奈
川
県
歯
科
医
師
会
の
在
宅
歯
科
医
療
の
取
り
組
み

（
公
社
）神
奈
川
県
歯
科
医
師
会 

地
域
保
健
委
員
会
副
委
員
長 

宮
尾
昌
祥

●
高
齢
者
の
口
腔
機
能
の
状
況

　

高
齢
者
人
口
は
年
々
増
加
を
続
け
、

神
奈
川
県
に
お
い
て
も
高
齢
化
率
が

25
％
を
超
え
、
超
高
齢
社
会
が
到
来
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
歯
科
医
療
技
術
の

向
上
と
国
民
の
口
腔
保
健
に
対
す
る
関

心
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
、
80
歳
に
な
っ

て
も
20
本
以
上
自
分
の
歯
を
保
っ
て
い

る
人
の
割
合
は
、平
成
５
年
は
10
・
９
％

で
し
た
が
、
令
和
４
年
は
51
・
６
％
と

な
り
、
自
分
の
歯
を
多
く
残
す
高
齢
者

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
高
齢
者
は
唾
液
分

泌
量
の
低
下
や
入
れ
歯
の
汚
れ
な
ど
に

よ
り
口
腔
内
細
菌
が
繁
殖
し
や
す
い
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
虫
歯
や
歯
周
病
に

罹
患
し
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

虫
歯
や
歯
周
病
を
放
置
す
る
と
歯
の

喪
失
を
引
き
起
こ
し
、
咀
嚼
機
能
や
発

音
機
能
、
審
美
性（
見
た
目
）な
ど
様
々

な
口
腔
機
能
が
低
下
し
ま
す
。
口
腔
機

能
が
低
下
す
る
と
、
多
様
な
食
品
の
摂

取
が
難
し
く
な
る
こ
と
で
体
力
が
低
下

し
、
身
体
機
能
の
低
下
、
栄
養
状
態
の

悪
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や

認
知
機
能
の
低
下
、
う
つ
傾
向
の
重
度

化
が
進
み
、
生
活
の
質
の
低
下
や
生
き

る
意
欲
に
悪
い
影
響
を
与
え
ま
す
。
実

際
の
様
々
な
研
究
で
、
歯
が
19
本
以
下

で
義
歯
（
入
れ
歯
）
を
使
用
し
て
い
な

い
人
は
20
本
以
上
歯
が
あ
る
人
と
比

べ
、
転
倒
の
リ
ス
ク
が
２
・
５
倍
、
認

知
症
発
症
リ
ス
ク
が
１
・
９
倍
に
な
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
は
嚥
下
機
能
（
飲
み

込
み
の
機
能
）
に
も
問
題
が
あ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
飲
み
込
む
力
が
低
下
す

る
と
、
誤
嚥
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
、

誤
嚥
性
肺
炎
を
発
症
す
る
リ
ス
ク
が
高

ま
り
ま
す
。
現
在
、
肺
炎
の
中
で
も
誤

嚥
性
肺
炎
は
、
高
齢
者
に
多
い
死
亡
原

因
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
厚
労
省
の

人
口
動
態
統
計
（
２
０
１
９
年
度
）
に

よ
る
と
、
年
間
死
者
は
４
万
人
以
上
で

あ
り
、
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
６
位

で
す
。
高
齢
人
口
の
増
加
で
罹
患
者
が

急
速
に
増
加
し
て
お
り
、
２
０
３
０
年

に
は
約
13
万
人
に
達
す
る
と
い
う
予
測

も
あ
り
ま
す
が
、
歯
科
医
師
や
歯
科
衛

生
士
に
よ
る
専
門
的
口
腔
ケ
ア
に
よ

り
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
発
症
が
60
％
以
下

に
低
下
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
日
本
歯

科
医
学
会
の
研
究
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

誤
嚥
性
肺
炎
予
防
に
口
腔
ケ
ア
は
有
効

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

●
在
宅
歯
科
医
療
を
推
進

　

以
上
の
こ
と
が
示
す
通
り
、
生
活
の

質
の
維
持
・
向
上
の
た
め
に
は
生
涯
に

わ
た
る
歯
科
医
療
は
必
須
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
高
齢
者

に
対
す
る
歯
科
医
療
は
従
来
は
主
に
外

来
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

近
年
で
は
通
院
が
困
難
と
な
っ
た
高
齢

者
に
も
歯
科
医
療
を
提
供
す
る
た
め
、

在
宅
歯
科
医
療
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

在
宅
歯
科
医
療
で
は
、
虫
歯
や
歯
周

病
の
治
療
の
他
、
入
れ
歯
の
調
整
や
作

製
、
口
腔
の
ケ
ア
の
ほ
か
、
摂
食
嚥
下

障
害
の
疑
い
が
あ
る
方
へ
の
口
腔
機
能

の
評
価
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

実
際
、
通
院
困
難
な
方
に
対
し
医
師

や
訪
問
看
護
師
、
介
護
支
援
専
門
員
等

の
方
々
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
在
宅
歯

科
医
療
に
よ
り
口
腔
内
の
状
態
が
改
善

さ
れ
食
事
の
量
が
増
す
こ
と
で
栄
養
状

態
が
良
く
な
り
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活

動
作
）
が
向
上
し
た
事
例
は
多
々
見
ら

れ
ま
す
。

●
県
歯
科
医
師
会
の
取
り
組
み

　

神
奈
川
県
歯
科
医
師
会
に
お
い
て

も
、
在
宅
歯
科
医
療
推
進
の
た
め
の
取

り
組
み
と
し
て
在
宅
歯
科
医
療
地
域
連

携
室
を
設
立
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
は
、

在
宅
歯
科
医
療
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い

地
域
住
民
に
対
し
、
相
談
や
歯
科
医
療

の
提
供
が
で
き
る
協
力
医
の
紹
介
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
多
職
種
連
携
推

進
の
た
め
の
業
務
や
、
在
宅
歯
科
医
療

推
進
の
た
め
に
、
専
門
職
の
み
な
ら
ず

多
職
種
の
方
々
に
向
け
た
様
々
な
研
修

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
高
齢
者
の
方
々
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
、
医
師
・
薬
剤
師
・
看
護

師
等
の
医
療
職
種
の
他
介
護
支
援
専
門

員
等
な
ど
多
職
種
の
方
々
と
協
働
し
、

県
民
の
生
活
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
出
典
）

統
計
セ
ン
タ
ー
『
神
奈
川
県
年
齢
別
人
口
統
計

調
査
結
果
報
告
』

米
山
武
義
他
：
日
本
歯
科
医
学
会
誌
２
０
０

１
：
20
：
58

－

68

神奈川県歯科医師会
在宅歯科医療連携室
一覧はこちら

在宅歯科医療の様子
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アプリの
詳細は
こちらから

介
護
タ
ク
シ
ー
配
車
ア
プ
リ「
Ｉ
‐
Ｃ
ａ
ｒ
ｅ
Ｇ
ｏ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
横
浜
移
動
サ
ー
ビ
ス
協
議
会

　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
横
浜
移
動
サ
ー
ビ

ス
協
議
会
は
〝
移
動
の
先
に
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
〞
を
合
言
葉
に
、
社
会

参
加
の
第
一
歩
で
あ
る
〝
移
動
〞
を
支

え
る
た
め
に
「
断
ら
な
く
て
す
む
シ
ス

テ
ム
作
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

移
動
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
団
体
・
個

人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
行
政

と
の
協
働
、
利
用
者
の
参
加
、
関
係
者

と
の
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
の
道
路
運
送
法
改
正
に
よ

り
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
移
動

が
困
難
な
高
齢
者
や
障
害
を
持
つ
会
員

に
対
し
て
福
祉
有
償
移
動
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
非
営
利
団
体
が

登
録
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

重
い
障
害
が
あ
っ
て
も
外
出
す
る
人

が
増
え
、
そ
の
た
め
の
環
境
整
備
が
求

め
ら
れ
る
一
方
、
定
年
延
長
な
ど
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー
の
減
少
や

高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
担
い
手
不
足

に
よ
り
利
用
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
病
院
・
施
設
・

介
護
事
業
所
向
け
に
株
式
会
社
ア
イ

ネ
ッ
ト
が
介
護
タ
ク
シ
ー
配
車
ア
プ
リ

「
Ｉ
‐
Ｃ
ａ
ｒ
ｅ
Ｇ
ｏ
」を
開
発
し
た
こ

と
を
受
け
、
当
会
で
は
ア
イ
ネ
ッ
ト
と

連
携
し
、
事
業
再
構
築
補
助
金
を
活
用

し
て
、
病
院
・
施
設
・
介
護
事
業
所
向

け
だ
っ
た
ア
プ
リ
を
個
人
向
け
に
改
良

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

介
護
タ
ク
シ
ー
は
小
規
模
の
事
業
者

が
多
く
、
依
頼
を
す
る
た
め
に
は
一
件

ご
と
に
相
談
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
当
会
で
は
、横
浜
市
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
換
金
業
務
の
協
定
を
結
ん
で
い
る
５

０
０
の
事
業
者
と
連
携
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
ア
プ
リ
を
使
う
こ
と
で
、一
度
の
情

報
入
力
で
一
斉
に
配
車
依
頼
を
か
け
る

こ
と
が
で
き
、
最
短
５
〜
10
分
ほ
ど
で

介
護
タ
ク
シ
ー
か
ら
見
積
と
事
業
所
情

報
が
届
き
、
利
用
者
は
こ
れ
ら
を
見
て

依
頼
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

ア
プ
リ
に
よ
り
必
要
に
応
じ
た
支
援

の
選
択
肢
が
増
え
た
こ
と
は
大
き
な
一

歩
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
移
動

困
難
者
の
利
便
向
上
の
た
め
に
、
タ
ク

シ
ー
料
金
の
補
助
な
ど
も
増
え
て
い
く

と
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昇降機やスロー
プのついたタク
シーで、安全に
乗降できる

台風10号被害に係る災害ボランティアセンターの活動（令和６年９月末日現在）

　令和６年８月の台風10号により、被害にあわれた皆様
にお見舞い申し上げます。８月30日に県災害対策本部が
設置され、県内５市５町に災害救助法（第１条第１項第
４号）が適用されました。
　同日、市町村が設置する災害ボランティアセンター
（災害VC）の運営支援を行う「神奈川県災害救援ボラン
ティア支援センター」（県災害VC）が開設されました。
県災害VCは、神奈川県、神奈川県共同募金会（県共
募）、神奈川災害ボランティアネットワーク、本会による
協働で運営が行われています。
　被災した地域では、地域防災計画等に基づく自治体か
らの要請により、平塚市社協、秦野市社協、二宮町社協
が災害VCを開設しました。水害による土砂が流入した

家屋の泥かき、清掃、災害ゴミの運び出しなど、行政や
民間事業者では対応できない生活の困りごとに対して、
ボランティア活動をつなげています。ボランティアに
は、従来から社協に登録されていたボランティアを始
め、地元の青年会議所や災害ボランティアネットワーク
等の団体が協力しています。また、災害VCの活動に必
要な資機材の購入、軽トラックのリース料等に、県共募
「赤い羽根共同募金（災害準備金）」が活用されています。
　本会では災害VCに適宜、職員を派遣し、必要な支援
の把握や災害VCに導入されている情報システムの運用
支援等に取り組んでいます。引き続き、各社協をはじめ
関係団体と連携し、被災された住民の生活環境の回復に
向けた活動に取り組んでまいります。 （企画課）

令和６年台風第10号災害に係る
災害救助法の適用市町村
 （適用日：令和６年８月30日）
平塚市、小田原市、秦野市、厚木
市、伊勢原市、大磯町、二宮町、
中井町、大井町、湯河原町 災害VC運営に係るPC等機材の各企

業・団体からの支援。各災害VCのHPや
企業等からの支援の詳細は本会HPから

家屋への土砂流入で汚れた家財を運ぶ
ボランティアの皆さん（平塚市社協提供）

5 第875号　福祉タイムズ　2024.10.15



2024年８月26日～９月25日

●独居死亡、76％が高齢者　
　今年１月～６月に自宅で死亡した一人暮らしの人
は、全国で３万7227人（暫定値）で、そのうち65
歳以上が２万8330人と76.1％を占めたことが８月
28日、警察庁のまとめで分かった。同時期に警察
が取り扱った遺体は10万2965体あり、４分の１以
上が独居の高齢者という実態が明らかになった。
集計は「孤独死・孤立死」の実態把握の
一環として警察庁が令和６年から開始
した。

●小田原市　電動車椅子で観光を
　運転免許が不要で歩道の走行が可能な次世代型電
動車椅子のレンタルサービスが９月10日から、小田
原城址公園で始まった。公園前にある市観光交流セ
ンターで借りることができ、長距離を歩くことが難
しい高齢者に観光を楽しんでもらうことが狙い。原
則として、障害者手帳を持っている人や
60歳以上の人が対象で、料金は２時間千
円（障害者手帳持参の場合は500円）。　

●県「かながわ自殺対策ポータルサイト」開設
　県は９月13日「かながわ自殺対策ポータルサイト」
を開設した。県内関係機関の相談窓口や自殺対策に
係る取り組み等を一元的に情報提供している。ま
た、９月10日～16日は自殺予防週間であり首都圏の
九都県市（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、横
浜市、川崎市、千葉市、さいたま市、相模原市）で
は共同で自殺対策に取り組んでいる。県
は「ひとりで悩まずに相談できる場所が
あります」と呼び掛けている。

●介護福祉士試験「パート合格」導入へ
　厚生労働省は９月24日「介護福祉士国家試験パー
ト合格の導入の在り方について」報告書を公表し
た。介護人材不足に対応するため、介護福祉士試験
の科目を複数のパートに分け、部分ごとの合格判定
を翌年度以降も持ち越せる「パート合格」の導入を
決め、令和７年度の試験から導入予定。
受験しやすい環境を整え、人材確保につ
なげたいと考えている。
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キラリ輝くキラリ輝く！ 児童委員活動児童委員活動～主任児童委員制度30周年を迎えて～～主任児童委員制度30周年を迎えて～

　私たち主任児童委員は地域で子育
ての支援活動をしています。子育て
支援センター・子育てサロン・子育
て応援メッセ等、いろいろな支援の
場での交流に参加しています。
　子育てひろばでは、見守りの他に
もリトミックや季節の行事を企画し
ており、たくさんの子どもの笑顔に
出会うことがあります。ハイハイし
ていた赤ちゃんが歩いて走って、や
がて元気な小学生になった姿を入学
式、卒業式で見ることができると、
我が子のように感動することも少な
くありません。妊娠、出産、子育て
の不安、不登校、発達の心配、仲間
づくり、DV、虐待、子どもの様子が
おかしい…子育ての悩みはたくさん
あります。困りごとはありません
か？と気軽に相談できる存在であり
たいと思っています。

　主任児童委員の活動をしていく中
で、まず地域を知りたいという思い
もあり、地区内の情報冊子を作成し
ました。児童・高齢者・障がい者施
設を全て訪問し、各所の特色をそれ
ぞれに執筆していただきました。訪
問したことで事業所の方々とお話し
もでき、実際の様子を目や耳で感
じ、新たな発見も多々ありました。
　また、福島県民児協の主任児童委
員活動研究委員会で作成された主任
児童委員活動ハンドブックに影響を
受け、藤沢市のハンドブックを作成
しました。これにより、全地区の児
童関連施設を把握することもできま
した。
　この夏には、明治市民センターが
直接関わった初の子ども食堂が開か
れました。孤食解消や居場所づくり
が目的ですが、何より参加してくれ

地域みんなで子どもを見守りたい♡　楽しみながらの活動

　平成になる頃、神奈川県に住み始めました。鎌倉市から藤沢市へと引っ越し、生活の基盤も
整いつつある中、ひょんな事から子どもの通う幼稚園のPTA会長を受ける事となりました。そ
れ以降の趣味は「PTAです」と自己紹介で挨拶するくらい、人や行事との関わりが楽しいと感
じる日々でした。そしてご縁があり、主任児童委員のお話を伺った時は、次のステップでまた
楽しみたい!!の思いで門をくぐり、10年以上が過ぎました。地域の中で育む子どもたちを側面
から少しでもバックアップできるよう、私自身も楽しみながら活動を続けています。

藤沢市明治地区民生委員児童委員協議会　主任児童委員　小林　美幸

人口
世帯数
子ども（15歳未満）

保育園・幼稚園
小学校
中学校
民生委員児童委員
うち主任児童委員

人

世帯

人

園

校

校

人

人

（令和6年4月1日現在）

32,522
13,992
4,877

8
2
2
31
2

藤沢市
明治地区

地区の概況

た子どもたちが、いきいきと食事作
りに挑戦していた姿が印象的でした。
　私たちが出会える子どもは、地域
内のごくわずかかもしれません。け
れど出会った子どもや保護者の方が
困っている事があれば、何か手伝え
ることがあるかもしれません。地域
内の施設・イベント等には、できる
限りお邪魔して、まずは主任児童委
員を知ってほしい!!民生委員・児童
委員とは違うの？の問いかけに答え
たい!!と思っています。そして、未
来につながる宝となる子どもたちを
みんなで見守り育てる活動を楽しみ
たいと思います。

子どもと大人が一緒にワイワイしながら
カレーを作りました
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私のおすすめ
このコーナーでは、子育てや障害、
認知症・介護当事者等の目線から、
普段の暮らしに役立つ「おすすめ」
なものを紹介します。

このコーナーでは、子育てや障害、
認知症・介護当事者等の目線から、
普段の暮らしに役立つ「おすすめ」
なものを紹介します。

　発達にゆっくりさや凸凹（得意、苦手の差が大き
い）があるお子さんと、その周りにいらっしゃるご
家族や支援者が「あったらいいな」をつくっている
相模原市で活動している団体です。
　団体メンバーは発達障害や知的障害のある子ども
の家族や支援者、専門家などで構成されており、立
場や所属の垣根を超えて、地域でつながっていくこ
とにより、子どもたちが自分たちらしく成長していけ
るような社会づくりを目指しています。
　2023年４月に活動を始めて１年半がたちまし
た。若い視点とエネルギーを感じる「NPO法人ぴ
あっと」についてご紹介します。

こどもの発達のみかたを増やす ぴあっと

〈連絡先〉 Mail  info-kas@kas-yamabiko.jpn.org
　　　　 URL http://kas-yamabiko.jpn.org

 今月は
⇨　神奈川県自閉症協会

がお伝えします !

1968年設立。横浜市・川崎市を除く県内11地区の自閉症児・者親の会
による連合会です。行政施策の研究・提言、当事者・家族のためのミ
ーティング運営、療育者等に向けた勉強会・セミナー運営等、自閉症
児・者と家族の支援や、自閉症スペクトラムの理解を進めるための活
動を各市町村及び県に向けて展開しています。

ぴあっと発達情報サイト　みかた
　ぴあっとでは相模原×子どもの発達支援に特化した
情報サイト「みかた」を運営しています。お子さんが
小さい頃は、周りに同じような子育てをしている方が
いない、情報もどこで集めたらよいか分からない方も
多いです。そんな方のために地域に特化した発達支援
に関する情報サイトを作りたいとの想いで立ち上がっ
たサイトです。「みかた」では、相模原市の福祉制度や
小学校での支援体制の説明記事や、ご家族の子育て体
験談、また地域で活躍している当事者への
取材記事などを発信しています。
　ぴあっとに情報が集まり、身近な地域の
情報を手軽に知ることができます。皆さん
の地域でも参考になる活動だと思います。
小中学校への出前授業
　“こどもの発達のみかたを増やす”ための取り組み
として、発達特性等の理解促進のための出前授業を相
模原市内の小中学校に実施しています。
　学校では、身体や目の不自由な方の福祉体験授業は
行われていますが、発達障害のようなお子さんに関す
る体験授業は行われていませんでした。しかし実際の
教室では特性からくる困り事が理解されず、そこから
不登校になってしまうお子さんもいらっしゃいます。
ご本人たちにも小学校で、より自分らしく楽しく過ご
せるようになってほしいとの願いとそんな現状をなん
とかしたいという想いで出前授業を実施しています。
目に見えづらい困り感を知ってもらうこと、そして素
敵な一面などを知ってもらうことで、誰もが自分らし
く過ごせることにつながって
いくのではないかと思います。
　出前授業の内容は当事者、
地域のフリースクール運営団
体や企業と共同でプログラム

開発を行いました。音、光、味等の感じ方の違いをテー
マにして、体験も取り入れています。授業を実施する
と、子どもたちは「自分にもこんな一面があるよ」「こ
んな工夫はどうかなあ」と一生懸命考えて参加してく
れます。また授業を受けた子どもから話を聞いた保護
者の方から連絡があり、相談を受けることもあるそう
です。参加された先生方もご自分の小学校時代の体験
談を話したり、和やかな時間を共有できたそうです。
　なお、現在出前授業を小学校とつないでくれている
のは相模原市社会福祉協議会です。
ぴあっとカフェ
　ぴあっとカフェとは、発達にゆっくりさや凸凹があ
るお子さんに関わる方の情報交換会です。ご家族から
子育て経験談や、困り事への対策、地域情報などをお
伺いし、ぴあっとが情報をまとめています。少人数で
じっくりお話を伺うヒアリングの形式と、10人ほどで
情報交換をする形式で開催しています。参加したご家
族からは同じような子育てをしている人同士で話がで
きて、他ではできない深い話題や、想いを吐き出すこ
とで気分転換になったとのお声もいただくそうです。
他には、福祉制度の説明や、先輩家族にスピーカーに
なってもらい体験談をお聞きする講座も開催していま
す。令和５年２月には「先輩家族の体験談　小学校就
学先どうやってきめた？」を開催しました。
　同じ悩みを持つ地域のお母さま方と支援者の方のお
力を借りして、これまでの思いやあったらいいなと思
うことを実現させています。

https://lit.link/piatto
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子
ど
も
の
可
能
性
を
広
げ
る
奨
学
金
と
社
会
体
験
の
取
り
組
み

―
一
般
財
団
法
人
ゼ
ン
シ
ョ
ー
か
が
や
き
子
ど
も
財
団

―
財
団
を
立
ち
上
げ
た
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い

　

財
団
の
母
体
で
あ
る
ゼ
ン
シ
ョ
ー
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
に
は
「
食
を
通
じ
て
、

人
類
社
会
の
安
定
と
発
展
に
責
任
を
お

い
、
世
界
か
ら
飢
餓
と
貧
困
を
撲
滅
す

る
」
と
い
う
経
営
理
念
が
あ
り
、
調
達
、

製
造
、
物
流
か
ら
販
売
ま
で
、
世
界
中

に
食
と
職
を
提
供
し
な
が
ら
、
理
念
の

達
成
に
向
け
て
進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

世
界
に
目
を
向
け
て
活
動
す
る
中
で
、

日
本
で
は
ど
う
な
の
か
と
言
う
と
、
改

善
傾
向
に
あ
る
も
の
の
ま
だ
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
相
対
的
貧
困
状
態
に
あ
り

ま
す
。
生
ま
れ
も
っ
た
環
境
が
学
力
や

職
業
選
択
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
を
見
過

ご
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
思
い

で
、
環
境
を
少
し
で
も
変
え
、
子
ど
も

た
ち
が
自
立
し
て
社
会
で
活
躍
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
０

１
９
年
に
財
団
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

―
奨
学
金
事
業
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

奨
学
金
事
業
で
は
、
児
童
養
護
施
設

等
で
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
の
就
学
を
支

援
す
る
た
め
、
毎
月
６
万
円
を
上
限
と

し
た
給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６

年
ま
で
に
５
期
生
、
延
べ
54
名
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

事
業
を
行
う
に
あ
た
り
、
施
設
を
訪

れ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
は

ど
こ
で
暮
ら
し
て
い
て
も
将
来
の
夢
が

あ
り
、
支
援
が
あ
れ
ば
学
業
を
全
う
し

て
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
、変
わ
ら

な
い
思
い
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。

　

奨
学
生
の
中
に
は
卒
業
後
に
財
団
の

あ
る
本
社
ま
で
訪
ね
て
く
れ
た
方
も
い

ま
し
た
。
美
容
師
の
専
門
学
校
卒
業
後

２
年
間
下
積
み
し
、
や
っ
と
自
分
で
お

客
様
を
担
当
し
、名
刺
が
持
て
る
よ
う
に

な
り
、
そ
の
報
告
が
し
た
い
と
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
。
奨
学
金
と
し
て
金
銭
的

な
支
援
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
人

に
な
っ
て
か
ら
も
彼
ら
の
居
場
所
で
あ

り
続
け
た
い
と
思
え
た
出
来
事
で
し
た
。

―
社
会
体
験
事
業
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

奨
学
金
事
業
を
進
め
る
中
で
、
子
ど

も
た
ち
の
職
業
の
選
択
肢
が
狭
い
と
感

じ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
今

ま
で
の
体
験
が
将
来
の
夢
や
就
き
た
い

職
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
ゼ
ン

シ
ョ
ー
で
様
々
な
体
験
が
で
き
れ
ば
、

将
来
に
向
け
て
の
力
に
な
る
だ
ろ
う
と
、

児
童
養
護
施
設
等
の
子
ど
も
た
ち
に
向

け
社
会
体
験
事
業
を
手
厚
く
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ゼ
ン
シ
ョ
ー
で
は
調
達
か
ら
製
造
、

食
の
提
供
ま
で
一
貫
し
て
行
っ
て
い
る

の
で
、
そ
の
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
た
体

験
が
可
能
で
す
。
例
え
ば
傘
下
の
ス
ー

パ
ー
で
レ
ジ
打
ち
や
袋
詰
め
作
業
を
す

る
体
験
の
ほ
か
、
駐
車
場
の
一
角
に
あ

る
田
ん
ぼ
で
春
に
田
植
え
、
秋
に
稲
刈

り
を
行
い
ま
し
た
。
稲
刈
り
の
時
に
は
、

同
じ
品
種
の
お
米
で
作
ら
れ
た
お
に
ぎ

り
を
食
べ
て
、
食
の
つ
な
が
り
、
大
切

さ
を
感
じ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
に
小
田
原
で
行
っ
た
船

釣
り
体
験
で
は
調
理
師
を
目
指
す
子
が

い
て
、
調
理
師
免
許
を
持
つ
社
員
と
一

緒
に
釣
っ
た
魚
を
料
理
す
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
に
よ
り
、
社
会
に
は
様
々

な
職
業
が
あ
る
こ
と
、
自
分
の
可
能
性

を
狭
め
な
い
で
ほ
し
い
、
と
い
う
こ
と

が
伝
え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
社
会
体
験
事
業
は
社
内
の
意

識
に
も
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
財
団
の

活
動
に
は
社
内
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
り
ま
す
が
、
以
前
は
よ
く
参
加
す
る

社
員
と
そ
う
で
は
な
い
社
員
に
大
き
く

分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
参
加

し
た
人
が
広
め
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

次
は
い
つ
あ
る
の
か
、
ど
ん
な
企
画
な

の
か
、
次
回
開
催
時
に
は
声
を
か
け
て

ほ
し
い
な
ど
、
意
欲
的
に
参
加
し
て
く

れ
る
人
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
自
分
の

業
務
と
も
関
連
付
け
て
、
こ
う
い
う
こ

と
は
で
き
な
い
か
、
と
提
案
を
受
け
る

こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

―
今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

財
団
の
活
動
は
お
金
だ
け
の
関
係
で

は
な
く
、
輝
く
未
来
に
向
け
た
サ
ポ
ー

ト
が
で
き
る
存
在
と
な
れ
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
。
奨
学
金
を
使
っ
て
い

る
か
ら
何
が
何
で
も
卒
業
さ
せ
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、

い
つ
で
も
自
由
な
選
択
を
で
き
る
よ
う

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

全
国
展
開
を
視
野
に
入
れ
て
、
ま
ず

は
神
奈
川
県
内
で
少
し
ず
つ
仕
組
み
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

児
童
養
護
施
設
等
か
ら
大
学
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校
へ
進
学
を
目
指
す
方
へ
の
奨

学
金
給
付
や
、
児
童
養
護
施
設
等
の
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
社
会
体
験
事
業
を
行
っ
て

い
る
（
一
財
）
ゼ
ン
シ
ョ
ー
か
が
や
き
子
ど
も
財
団
の
皆
様
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

企業の社会貢献活動 共生社会づくりをすすめる、企業の“チカラ”

お話を伺った（左から）萩原さん、理
事の里さん、池田さん、市丸さん

施設の中高生12人と行った
船釣りでは、鯛を釣り上げ
た高校生もいた

東京都港区港南２－18－１
https://kodomozaidan.zensho.co.jp/
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令
和
６
年
８
月
29
日
か
ら
30
日
に
、

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
「
地
域
の
み
ら
い

に
向
か
っ
て
舵
を
切
れ
社
会
福
祉
法

人
！
〜
災
害
か
ら
の
創
造
的
復
興
、
こ

れ
か
ら
の
法
人
経
営
を
考
え
る
〜
」
と

題
し
て
、
第
43
回
全
国
社
会
福
祉
法
人

経
営
者
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
大
会

に
は
全
国
か
ら
千
五
百
名
を
超
え
る
申

し
込
み
が
あ
り
、
台
風
に
よ
る
影
響
で

参
加
で
き
な
い
方
も
あ
り
な
が
ら
、
約

千
四
百
名
が
参
加
し
盛
会
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
神
奈
川
大

会
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
会
で
最
多
の
参

加
者
数
と
な
り
ま
し
た
。

み
ら
い
に
向
け
て
の
航
路
を
示
す

　

開
会
式
は
、
本
会
経
営
者
部
会
・
小

泉
部
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
で
始
ま

り
、
神
奈
川
県
知
事
、
横
浜
市
長
に
も

ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の

全
国
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
・

磯
会
長
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍
や
様
々
な
社

会
変
化
の
中
で
も
私
た
ち
は
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

継
続
し
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
み
ら
い

の
新
た
な
課
題
へ
の
挑
戦
は
、
こ
れ
ま

で
の
福
祉
の
枠
組
み
に
と
ど
ま
ら
な
い

変
化
や
課
題
に
対
し
て
、
多
く
の
関
係

者
が
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
、
地
域
の

福
祉
を
守
り
抜
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
基
調
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
の
特
別
講
演
で
は
、
大
阪
公

立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
の
菅
野
准

教
授
よ
り
福
祉
と
被
災
者
支
援
の
連
続

性
の
お
話
が
あ
り
、
様
々
な
組
織
が
公

的
な
財
源
の
根
拠
を
持
っ
て
災
害
に
対

応
す
る
「
災
害
対
応
の
マ
ル
チ
セ
ク

タ
ー
化
」
と
、
社
会
保
障
制
度
体
系
の

中
に
被
災
者
支
援
を
位
置
づ
け
る
「
社

会
保
障
の
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
化
」
と
い

う
２
つ
の
考
え
方
を
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
午
後
の
５
つ
の
分
科
会
で
は

下
表
の
と
お
り
、
今
の
社
会
福
祉
法
人

に
と
っ
て
関
心
が
高
く
避
け
て
は
通
れ

な
い
課
題
に
対
す
る
実
践
的
な
報
告
が

な
さ
れ
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
記
念
講
演
は
神
奈
川
な
ら

で
は
の
地
元
企
画
と
し
て
（
株
）
崎
陽

軒
の
野
並
社
長
と
、
大
会
実
行
委
員
長

で
あ
り
本
会
経
営
者
部
会
の
西
山
副
部

会
長
に
よ
る
対
談
「
真
に
優
れ
た
ロ
ー

カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
を
め
ざ
す
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
対
談
は
「
地
域
」
を
ど
う
捉

え
る
か
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性
と

有
効
な
関
係
構
築
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
つ
い
て
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
展
開
し

て
い
き
、
あ
っ
と
い
う
間
の
一
時
間
と

な
り
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
当
日
が
43

歳
の
誕
生
日
だ
っ
た
野
並
社
長
に
、
崎

陽
軒
の
シ
ウ
マ
イ
弁
当
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
色
合
い
の
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
日
間
を
通
し
て
、
開
催
県
と
し
て

多
く
の
社
会
福
祉
法
人
の
方
々
に
係
員

と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

初
日
は
実
に
百
二
十
名
も
の
人
が
大
会

を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日

だ
け
で
な
く
準
備
の
段
階
か
ら
関
わ
っ

て
く
れ
た
県
内
関
係
者
に
加
え
、
南
関

東
・
甲
静
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
応
援
し
て
く

れ
た
東
京
都
・
千
葉
県
、
静
岡
県
、
山

梨
県
の
社
会
福
祉
法
人
関
係
者
の
方
々

な
ど
、
多
く
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
無

事
に
大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
大
会
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た

だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
本
会
と
し
て
も
、
こ
の
経
験
を

み
ら
い
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
推
進
課
）

み
な
と
み
ら
い
に
全
国
か
ら
社
会
福
祉
法
人
が
集
い

「
地
域
の
み
ら
い
」を
考
え
る
―
全
国
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
大
会
開
催

令和５年６月の大会実行委員会開催から約１年３カ月、小泉
部会長、西山実行委員長の陣頭指揮のもと、全国に神奈川の
パワーを表現することができました

家族や仲間との大切なシーンとともに、その時食べたシウマ
イ弁当の味を思い出にしてくれれば、と話された野並社長

第１分科会 サービスの質向上と人材確保
～人材採用・定着・育成～

第２分科会 福祉を守り抜く経営実践
～多角化・多機能化、経営強化～

第３分科会
つながりを活かした課題解決
～社会福連携推進法人と協働による
　公益的取組～

第４分科会 未来に向けた事業展開を考える
～大規模化・合併・事業譲渡を問う～

第５分科会 次世代の社会福祉の在り方を考える
（全国青年会企画）
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役員会の動き

◇理事会＝9月5日（木）①正会員の入
会②評議員候補者の推薦③令和6
年度県社協会長顕彰候補者の審査
④令和6年度一般会計補正予算
（案）
◇評議員選任・解任委員会＝9月5日
（木）評議員の選任

新会員紹介

【施設部会】特別養護老人ホームけ
いあいの郷 山王台、コドモテラス

新評議員紹介

6月24日（月）就任　柿原建男（（福）白
百合会）、髙木美岐（横浜市健康福祉
局地域福祉保健部）、9月5日（木）就
任　田中晃（（公社）神奈川県社会福
祉士会）

本会主催の催し

福祉の仕事 就職相談会in小田原

① 福祉の仕事就職応援ガイダンス
　（申込制）
②福祉施設等就職相談会
　（入退場自由）
◇日時＝令和6年11月21日（木）
　①12時40分～14時 ②14時～16時
◇会場＝おだわら市民交流センター
　　　UMECO
◇参加費＝無料
◇対象＝福祉の仕事に就きたい方、
福祉の仕事に興味・関心がある方
◇申込＝URLより申込み
URL https://forms.gle/9bhZ
 M3bUs3ejagfa6
　詳細はHPで確認

HP  https://www.kfjc.jp/
　 event/detail.asp?id=21052
◇問合せ＝かながわ福祉人材センター
☎ 045－312－4816 Mail jinzai@knsyk.jp

関係機関・団体主催の催し

AA（アルコホーリクス・アノ
ニマス）広報フォーラム

　地域における社会資源としての
AAの活用『アルコール依存症から
の回復』
◇日時＝令和6年11月6日（水）
　　　　13時30分～16時30分
◇場所＝横浜市開港記念会館
◇参加費＝無料（申込不要）
詳細はURLから確認
URL https://knvc.jp/acti
　 vities_event/4309/
◇問合せ＝AA横浜地区メッセージ
委員会（広報活動実行委員会）
☎ 03－5957－3506

未来のつばさ自立奨学支援制度

◇期間＝令和6年11月1日（金）　
　　　　～12月15日（日）
◇対象＝児童福祉施設に入所してい
る児童または里親家庭で生活して
いる、原則18歳を迎え就職、進学
する児童
◇支援内容＝予定者数150名、一人
15万円
詳細はHPで確認
HP  https://mirainotsubasa.
　 or.jp/scholarship/outline/
◇問合せ＝（公財）楽天　未来のつば
さ事務局
☎ 050－5581－7300（平日10時～16時）
Mail  info-mirainotsubasa@rakuten.com

よこはま地域福祉フォーラム
一人ひとりが大切にされるまちへ

　全体会「つながりの中であたりま
えに生きていく」（講師：おれんじド
ア代表　丹野智文氏）
　分科会1．「寄り添い 認めあい 自
分らしさが輝くまちへ」
　分科会2．「みんなが主役！つなが
り 広がる まちづくり」
◇日時＝令和6年12月5日（木）　
　　　　10時15分～15時45分
◇場所＝関内ホール
◇参加費＝無料
◇申込締切＝令和6年11月5日（火）
詳細はHPから確認
HP  https://www.yokohama
　 shakyo.jp/chiiki-fukushi/
　 chiikifukushi-f/9-2024/
◇問合せ＝横浜市社会福祉協議会
　　　　　企画部企画課
☎ 045－201－2090　FAX 045－201－8385
Mail chiikifukushi-f@yokohamashakyo.jp

寄附金品ありがとうございました

【県社協への寄附】古積英太郎
【交通遺児等援護基金】（株）エスホ
ケン、（一社）タカナシ食と人を育
む会

【子ども福祉基金】（株）エスホケン、
脇隆志、（一社）タカナシ食と人を
育む会

【ともしび基金】古口玲斗、（一社）タ
カナシ食と人を育む会

（匿名含め、合計10件207,000円）
【寄附物品】（公財）報知社会福祉事
業団

【ライフサポート事業】〈寄附物品〉
（N）セカンドハーベスト・ジャパン

－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －16－53－ 5 階
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei. co.jp
URL http://www.yasue-sekke i.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

（広告）（広告）
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かながわ

情報
ほほっとっと

うぞ」といった思いで地域に開放し
ています。取材当日は、カフェの
オープンとともに多くの方が訪ねて
きました。近所の「働くデイサービ
ス・就労継続支援B型事業所」のパ
ンの販売やボランティアによる無料
のマッサージ・フットケアが行われ
ており、居間では軽食を摂りなが
ら、皆様とても賑やかに談笑をされ
ていました。

　ケアラーは、毎日が精一杯で自分
のことを振り返られません。だから
こそ「気付かないうちに介護うつに
ならないために、こういう場所があ
ることを１人でも多くのケアラーの
方知ってほしい」と山田さんは優し
く言います。

（企画課）

家族で訪れていたお客様と

ケアラーに癒しの場を
　介護に疲れ、誰にも相談すること
ができず、孤立しているケアラー
（家族介護者）がちょっと一息つけ
る場所、愚痴を話せる場所がケア
ラーズカフェです。自宅を地域に開
放して「ケアラーズカフェ　モンス
テラ」を営んでいる山田由美子さん
にお話を伺いました。
　カフェを始めたきっかけは、山田
さん自身の長い介護体験と、その後
発症したうつ病でした。その頃の山
田さんは一人で介護を抱え、誰にも
相談できずに悩んだり苦しんだりし
ていました。そのような自分自身を
振り返って、気楽に悩みを打ち明け
られる場所があれば「介護うつ病は
予防できるのではないか」と気づき
「ケアラーの方には心身ともに大切
にして、自身の人生を生きて欲しい」
との思いから、平成30年にカフェを
スタートしました。
 モンステラの花言葉は「希望の光
を導く」です。ここを訪れた多くの

ケアラーの方々に、山田さんは希望
と癒しを与えてきました。今では、
県内外から多くの人が集まるように
なり、１歳から100歳までの多世代
が交流する場所になりました。
　その他にも山田さんはヤングケア
ラーの支援にも力を入れて啓発冊子
を発行したり、セミナーでケアラー
についての講演を行うなど積極的な
活動を行ってきました。そのような
活動が認められ、令和６年３月に県
の「ボランタリー活動奨励賞」を受
賞しました。
多くのケアラーと向き合って
　多くのケアラーと向き合って山田
さんが気づいたことは、　
・ケアラーは人の命を預かっている
・自分の事が後回しになってしまう
・気づかぬうちに疲弊してしまう
・孤立、孤独化しやすい
ということです。そしてヤングケア
ラーの場合は、子どもらしい感情を
しまいこんで成長することで、大人
になってからも生きづらさに苦しむ
ことがあると言います。「手伝っ
て、助けて」と声を出すのは簡単で
はないけれど「ひとりで抱え込まな
いで！」と山田さんはさまざまな機
会で発信をしています。
どなたでもどうぞ
　モンステラは自宅の１階を「住み
開き」という形式で「どなたでもど

 ケアラー（家族介護者）が悩みを分かち合いほっと 
 できる心の癒しの場 ～介護うつ病にならないために～ 

ケアラーズカフェ　モンステラ　山田由美子さん（相模原市南区）

「福祉タイムズ」は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
【発行日】2024（令和６）年10月15日（毎月１回15日発行）
【編集・発行】社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　【印刷】株式会社神奈川機関紙印刷所
〒221-0825　横浜市神奈川区反町3丁目17-2　☎045-534-3866　Mail kikaku@knsyk.jp

（広告）

 バックナンバーは HPから
検索 神奈川県社協

ご意見・ご感想を
お待ちしています！

ケアラーに寄り添う山田由美子さん

ケアラーズカフェ　モンステラ

　OPEN　10：00～16：00
　毎週火曜日・土曜日
　住所　相模原市南区相模台2-20-8
　TEL 042-749-8527
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